「市民活動フォーラム2005」
千の川クリーンキャンペーン実行委員会　伊藤玄氏　　　
　千の川は茅ヶ崎の中央を流れる川です。非常に小さいけれど、昔は泳げて、魚も捕れるような川であったという話を聞き、なんとか昔のような川に戻したいという思いで活動しています。そこで、発表のタイトルも「あの頃の千の川に」としました。

　千の川クリーンキャンペーン実行委員会は、川の研究や啓蒙活動を行っている市民団体「生き残れ川の応援団」、厚生年金受給者の会「厚年協茅ヶ崎西部分会（環境部）」、千の川を中心とした５５０世帯の「矢畑南自治会」、景観を守ろう、良くしようという団体「まち景まち観フォーラム・茅ヶ崎」の４つの異質な団体が手を組んで活動しています。

　活動目的は　　・　周辺・河川敷のゴミ拾い、千の川の景観を保つ啓発活動
　　　　　　・　自然とのふれあいや憩いの場となる環境づくり

　関係先・団体は　　・　茅ヶ崎市役所・・・河原に勝手に入れず、河川敷に降りる時には橋を架けてもらわなければならないため、全面的に応援してもらっています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関係する課は１１課あるそうですが、下水道管理課に窓口になってもらい、ここで連絡、調整すれば全ての課にいきわたるようにしてもらいました。これは私達にとって、とても進んだ仕組みになっているといえます。

　　　　　　　　　　・　ジャスコ茅ヶ崎店：横断幕の作成支援や、キャンペーン時のパネル展示会場を提供いただいています。

　　　　　　　　　　・　電源開発（株）：　ジャスコ店で水質デモンストレーションを毎回行っています。
・　円蔵小学校、円蔵中学校、鶴嶺高校、梅田小学校、梅田中学校

　　（学区が川の流域にある小、中、高校）

・　文教大学の学生がボランティアで参加しています。
　一斉清掃になれば、酒販組合や青年会議所、茅ヶ崎中央ロータリークラブさんなど多くの団体にも参加していただいています。

　実績は、平成１２年に「生き残れ川の応援団」が１０数名で頑張っていたところへ平成１４年に「厚年協」が入り６７名となりました。その後「まち景まち観フォーラム・茅ヶ崎」と「矢畑南自治会」が加わり３１７名での活動となりました。昨年の秋（第10回）は雨天中止でしたが、いつもは、ほぼ３００名前後で活動しています。

梅田橋を中心として上流は市の管理、下流は県の管理なので河川敷に降りるために梯子掛けて貰うなどの申請が大変です。ゴミ拾いは円蔵小学校付近と、梅田地区を中心として行っています。千の川はある時から下水道としての使われ方をしており、現在でもその延長線上にある状況です。そこで今後の展開としては、千の川を「河川」感覚での管理に出来たらなぁと思っています。
　行政へのお願いとしては、「年２回草取りと河川敷の手入れと決まっている」のだから、その通りにやっていただきたいということです。また、河川に降りる階段の整備と河川敷への自由な立ち入りができれば、自分達の河川、自分達の庭の延長線との感覚で活動が本物になるのだろうと思います。ゴミを拾うのにいちいち許可をもらうような現在の仕組みを変えることはできないのだろうかと感じています。
２つ目は、行政では「水循環、水環境、千の川整備計画」という素晴らしい絵（計画）を描いているのですが、この計画の達成（平成27年度目標）には膨大な資金かかることから、実現は難しいと思います。

私たち流域に住む人達が自分達のできることを、行政、流域の学校・自治会・企業、市民団体、その他多く市民と協働して、千ノ川が自分達の庭感覚で憩いの空間となるように、「みんなで広げよう協働の輪」の気持ちで取り組んでいます。

　最後に、次回のキャンペーンが４月１１日から１７日まであります。一斉清掃が４月１６日ですので、是非参加をお願いします。
